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○井手町野外活動センター施設の設置及び管理に関する条例 

平成１６年３月１５日 

条例第５号 

改正 平成１７年３月１０日条例第２号 

平成１８年３月２２日条例第１６号 

平成２５年６月２８日条例第１４号 

平成２６年１２月１９日条例第２０号 

（趣旨） 

第１条 この条例は、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２４４条の２第１項の規定に基

づき、井手町野外活動センター施設（以下「野外活動センター施設」という。）の設置及び管

理に関し必要な事項を定めるものとする。 

（設置及び目的） 

第２条 井手町の大正池周辺において自然のなかで豊かな心を育むとともに、住民の交流を図る

ために野外活動センター施設を設置する。 

（名称及び位置） 

第３条 野外活動センター施設の名称及び位置は、次のとおりとする。 

名称 位置 

井手町野外活動センター 

大正池グリーンパーク 

井手町大字多賀小字一ノ谷地内 

井手町野外活動センター駐車場 井手町大字田村新田小字百塚地内 

（指定管理者による管理） 

第４条 野外活動センター施設の管理は、法人その他の団体であって、町長が指定するもの（以

下「指定管理者」という。）にこれを行わせる。 

（指定管理者が行う業務） 

第５条 指定管理者は、次に掲げる業務を行うものとする。 

（１） 野外活動センター施設の利用の許可に関する業務 

（２） 野外活動センター施設及び設備の維持管理に関する業務 

（３） 前２号に掲げるもののほか、野外活動センター施設の運営に関する事務のうち、町長

のみの権限に属する事務を除く業務 
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（指定管理者の管理の期間） 

第６条 指定管理者が野外活動センター施設の管理を行う期間は、指定を受けた日の属する年度

の翌年度の４月１日から起算して５年の間とする。ただし、再指定を妨げない。 

（休館日） 

第７条 野外活動センター施設の休館日は、次のとおりとする。ただし、指定管理者は必要があ

ると認めるときは、町長の承認を得て臨時に開館し又は休館することができる。 

（１） 毎週水曜日（その日が国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７８号）に規定

する休日（以下「休日」という。）にあたるときは、当該休日以後の直近の日曜日、土曜日

及び休日でない日） 

（２） １２月２８日から翌年１月４日まで 

（利用料金等） 

第８条 野外活動センター施設を利用する者は、その利用に係る料金（以下「利用料金」という。）

を指定管理者に納めなければならない。 

２ 利用料金の額は、別表１に定める利用料金に消費税等相当額（消費税法（昭和６３年法律第

１０８号）に基づき消費税が課される金額に同法に基づく税率を乗じて得た金額と地方税法（昭

和２５年法律第２２６号）に基づき地方消費税が課される金額に同法に基づく税率を乗じて得

た金額との合算額（その額に１円未満の端数を生じたときは、これを切り捨てた額）をいう。）

を加算した額の範囲内において、指定管理者があらかじめ町長の承認を得て定めるものとする。 

（利用の許可） 

第９条 野外活動センター施設を利用する者は、指定管理者の許可を受けなければならない。た

だし、指定管理者が特に認めた事項についてはこの限りでない。 

（利用の制限） 

第１０条 次の各号のいずれかに該当するときは、野外活動センター施設を利用することができ

ない。 

（１） 公の秩序又は善良な風俗を害するおそれがあると認められるとき 

（２） 野外活動センター施設又は自然環境を汚損し、損傷し、又は滅失するおそれがあると

認められるとき 

（３） 野外活動センター施設の管理運営上支障があると認められるとき 

（４） 前各号に掲げるもののほか、公益上支障があると認められるとき 
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（５） 利用者が許可の申請書に偽りの記載をし、又は不正の手段によって許可を受けたとき 

（６） 天災地変その他の避けることのできない理由により必要があると認められるとき 

２ 前項の規定により許可した事項を変更し、又は許可を取り消し、若しくは利用の中止を命じ

た場合において利用者に損害が生じても、指定管理者はその賠償に責めを負わないものとする。

ただし、前項第３号に該当する場合は、この限りでない。 

（損害の賠償） 

第１１条 利用者は、施設又はその附属設備を汚損し、損傷し、又は滅失した場合は、これを原

状に回復し、又はその損害を賠償しなければならない。 

２ 前項の場合において、当該損害が避けることのできない事故その他やむを得ない事由による

と認められる場合には、その賠償義務の全部又は一部を免除することができる。 

（利用料金の収入） 

第１２条 町長は、指定管理者に利用料金を当該指定管理者の収入として収受させる。 

（利用料金の減免） 

第１３条 指定管理者は、町長と協議し、必要により利用料金を減免することができる。 

（その他） 

第１４条 この条例の施行に関し必要な事項は、町長が別に定める。 

附 則 

この条例は、平成１６年４月１日から施行する。 

附 則（平成１７年条例第２号） 

この条例は、平成１７年４月１日から施行する。 

附 則（平成１８年条例第１６号）抄 

（施行期日） 

１ この条例は、公布の日から施行する。 

（経過措置） 

２ この条例の施行の日前に、井手町野外活動センター施設の設置及び管理に関する条例（平成

１６年井手町条例第５号）の規定によりなされた処分、手続その他の行為は、この条例の相当

する規定によりなされたものとみなす。 

附 則（平成２５年条例第１４号） 

この条例は、平成２５年７月１日から施行する。 
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附 則（平成２６年条例第２０号） 

この条例は、平成２７年１月１日から施行する。 

別表１ 

区分 午前 午後 夜間 

大正池グ

リーンパ

ーク 

研修室 利用

料 

３，０００円以内と

する。 

３，０００円以内と

する。 

３，０００円以内と

する。 

冷暖

房費 

１時間につき１００円以内とする。 

食堂兼多目的

室 

研修に利用する場合は、研修室の同等金額とする。 

バンガロー 宿泊 １棟１泊 町内１３，０００円以内 

町外１５，０００円以内 

休憩 １棟１時

間 

町内１，５００円以内 

町外２，０００円以内 

テントサイト 宿泊 １サイト

１泊 

１，５００円以内 

休憩 １サイト

１日 

駐車場 １日につき５００円以内とする。 

指定管理者が、大正池周辺において車の駐車を野外活動センター駐

車場以外で特に認める場合は、野外活動センター駐車料金同等額とす

る。 

ただし、この表において「町内」とは、井手町に在住・通勤するものとし、「町外」とはそ

れ以外の者とする。なお、利用者の半数以上が町内の場合は、町内料金とする。 

 


